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運動達成における能力系の構造論に関する一考察

渡辺博之

はじめに

一般に能力とは、「何らかの活動（動作や作業）

をすることのできる力であり、能力の程度は人々が

行うことのできる動作の複雑さ、解こうとする問題

の難しさ、作業結果の正確さなどに規定され、訓練

もしくは発達の現段階における成就力に限定される

18-676貞）Jと解されている。また、「人間がその心と

身体で、特定のなにごとかを自分で思うようになし

とげることのできる力、そしてそのことで社会がそ

のねうちを認める結果が生み出される身に具わって

いる力を、私たちは能力とよぶ8-50貞）。」

我々のスポーツ活動においても、能力という言葉

はいろいろな場面で使用されている。例えば「運動

能力」という言葉は非常に耳慣れているし、またあ

る人の動きを見て運動能力が高いとか、能力を持っ

ていると表現したことは誰しも経験があるであろ

う。この場合の運動能力は、「どんなスポーツでも

上手にできる人」や「自分にとって新しい動きをた

ちどころに覚えてしまうような人」あるいは「非常

に際立った動きのできる人」などに対して形容する

場合によく用いられる。このような通俗的に用いら

れる能力は、その人がもつ潜在的な可能性も含めた

多様な能力の相対的評価の意味合いが強く、その人

が運動をどのように解決し現実化しているのかとい

った能力の内容についてはあまり疑念を差し挟まな

し‘o

しかし、体育やスポーツ活動における運動学習の

場合に、能力の形成および発達ということを一つの

目的とするならば、その捉え方がきわめて重要な問

題となってくる。というのは運動能力を個々の運動

の習得による基礎技能の寄せ集めと捉え、結果的に

“一般的運動能力なるもの’'が具わると考えるのか、

それとも構遮的な類縁性の視点に基づいて、個々の

能力の間に相互関係を見ていくのかでは能力の捉え

方に関する本質的な相違が生じることになり、その

活動の中核となる運動学習や運動達成の問題さらに

は運動指導の方法論的問題にも少なからぬ影響を与

えるからである。

またスポーツにおいてトレーニングは「スポーツ

の達成力を具体的な目標に向かって計画的に発達さ

せることをめざした複合的な行為の過程19-414頁）」

と捉えられているが、能力としての側面から表現す

れば、「スポーツ領域あるいはスポーツ種目におい

て固有に特殊化されるべき能力の合理的な形成」と

理解することも可能であろう。従って特殊化される

べき能力の形成は選手にとって競技力を左右する重

要な問題と考えられる。このように体育やスポーツ

の活動において重要視されているかに見える能力問

題も、その性格が抽象的ないしは暗黙的であるため

か、なかなか論点を絞りにくい。かといってこれま

での運動能力の因子分析的研究によって明らかにさ

れた構成因子が、運動実現のための条件として十分

であるとは言い難い。

運動達成に関わる能力を見ていく場合には、何ら

かの動きが技能として「できる」ことが前提であり、

その習熟レヴェルや定着の度合いといった運動の良

否との関わりにおいてその価値性が生じることは言

うまでもない。“力みのある”“ぎこちない’'あるい

は“角のある'’動きを伴う段階ではそのような能力

が、また“より正確に”“よりスムーズに”“より経

済的に'’行われる段階ではそのような能力が運動を

現実化させているのであり、つまり個人とは切り離
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すことのできない運動技能の習得過程のなかに、運

動に関わる能力の形成と発達を認めていくべきであ

ろう。従って本論では、スポーツにおける運動技能

ないし日常的に使用する技能の獲得およびその向上

の過程をモルフォロギー的視点から考察することに

より、運動能力の外延構造を明らかにすることを目

的とする。

運動能力の因子分析的研究の問題性

これまでに運動に関わる能力の研究、特に体力

(konditionelle Fahigkeit)の 研 究 や 協 調 的 能力

(koordinative Fahigkeit) 1 I-S.90ff.) では、生理学的・カ

学的指標に基づいて、あるいはサイバネティクスに

よる神経系の自動制御機構として、種々のカテゴリ

ー化や因子構造の分析ないしそれらのモデル化が試

みられ、様々な知識と見方とが蓄積されてきている。

運動能力について言えば、下位から基礎運動能力

（筋カ・持久カ・スピードなど）、運動能力（走る・

跳ぶ•投げるなど）、そして上位に運動技能（各ス

ポーツ種目） 17-136貝）という 3つの階層構造として

理解されるのが一般であり、この階層構造に従って

基礎運動能力としての体力はいくつかのグループ因

子に分類され、さらにそれらを構成する多数の諸因

子が導き出されている9-116頁以降）。

ここで取り扱われている能力の諸因子は、既に出

来上がった運動技能を前提としてそこに必要な条件

としての要素ないしは特性である。つまり運動を客

観現象と位置づけその運動を可能にしている構成因

子を明らかにしているのであり、いわば運動現象を

外から見た事実の客観化が図られている。またその

実証の手続きは、例えば素速い動きにはスピードや

敏捷性、あるいは力強い動きには筋力やその力の発

揮の仕方というように能力としての因子を仮説的に

推理して、それらを反映すると仮定されたテストに

よって測定していくという方法で行われる。従って

運動技能の向上に伴って、母集団のテスト項目の測

定値が高まればその技能にとって必須の因子として

位置づけられることになる。ただしここで取り上げ

られる諸因子は、統制された測定の結果として現れ

てくる相関性から推理して、設定されたカテゴリー

である。つまり、運動に関わる能力は個人個人で非

常に異なった発達を遂げているけれども、それらの

間に恒常的な要素、共通の残基（特殊化されたもの

を除いた）として能力因子を見出すことにつとめて

いるのである。言い換えれば、その能力因子は多様

な環境との相互作用としてはたらく運動能力の具体

的、特殊的な規定を漸次に取り去って考えられたも

のだと言える。このような分析では、一定の課題で

測定を行いその得点数値の相関性を追求するという

方法がとられるわけだが、そこで得られた結果はそ

ういう条件のもとでの現在の状態を反映しているに

すぎない。またその結果のみから個人が多面的にも

つ能力を見ようとするのは、明らかにテストの枠組

みを越えてしまっている。

確かに自然科学的な思考が一様に浸透している

我々にとって、運動の成立を保証する諸条件を自然

科学的手法に求めるのはむしろ当然のことであり、

そこで証明された客観的事実を否定するものではな

い。しかしこのような運動現象をとおしてその背後

に能力のみを見出そうとする「能力還元的発想1-249

印」は、運動が「できる」ために必要な能力因子

を一つの独立した要素とみなし、それらの構築を運

動の達成と捉えていることになる。またこの発想は、

運動のメカニズムを理解しそこに必要とされる能

カ、欠落している能力を補えば運動はできるように

なり、さらに構成因子をより強化すれば技能も向上

するという短絡的な図式を、暗々のうちに前提にし

ないわけにはいかなくなる。

能力の因子分析によって得られた結果は技能にと

って必須の要件となろうが、だからと言って必要条

件となった諸因子をすべて持ち合わせていれば運動

がすぐにできることにはならないのである。また、

諸要素・諸条件の組み合わせから全体ができあがる

ものではないということは、人間の運動が目的や意

志を伴う行為であり、運動ゲシュタルトないしゲシ

ュタルト性質に基づくというこれまでの研究におい

て何度も強調されてきている6-6!＇［以降）。

ここで問題にしておかなければならないことは、

能力を「持つJことと、その能力で何を「する」の
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かあるいは何が「できる」のかということは別の次

元として捉えておかなければならないということで

ある卜250頁）。学校体育やスポーツ活動における運動

の習得や指導の実践場面では、目標となった運動の

獲得や運動技能の向上を目的として、運動ができる

ようになっていくこと、すなわち運動の発達過程お

よび習熟過程に注意が向けられるわけだが、ここで

の運動技能を個人の持つ能力そのものと捉えるなら

ば、運動が目的に向かって発生し、動的に変容して

いく過程のなかに、つまり主体が運動を現実化させ

ていく過程のなかに、能力の獲得・形成•発達とい

った問題を見ていかなければならないであろう。

能力判断の指標としての運動技能

1)技能形成における知の獲得

体育やスポーツにおける学習活動の場面では、例

えば鉄棒の「け上がり」やバレーボールの「スパイ

ク」といったある運動財が学習目標として提示され、

それらの課題や動き方を理解することから始められ

る。またその学習目標を技能として身につけていく

過程では、課題となった動きに関連する基礎技能の

段階的な習得を積み重ねながら、あるいは課題解決

のための技術情報ないしは「こっ5-6ff!）」のやり取

りを通じて、目標の達成が図られる。

指導の現場では、系統的な学習段階を一気に飛び

越して 2、3回練習しただけで目標となった運動を

即座に習得してしまうケースもあれば、技術情報を

もとに感覚運動的な試行錯誤を何度となく繰り返

し、長い時間をかけて習得する場合もあり、学習者

の技能習得の仕方は様々である。

ここで注意すべきことは、運動技能の形成すなわ

ち運動学習の過程では、「情報の獲得」と「新しい

運動の習得」という 2つのことがら、つまり運動に

ついて「知ること」と Iできること」とは明確な区

別を要するということである 10-362頁以降）。というの

は、仮にある運動に関する知識を知り尽くしていた

としても、その運動を実現できるということにはな

らないからである。またこの 2つのことがらの間に

は、多くの問題が潜んでいることも指摘されている

5-57頁以降）。しかしこの両者については、区別して認

識しておく必要があるという意味であって、決して

絶縁的な関係にあるということではない。

つまり、運動技能の形成にとっては、「知的に知

ると同時に実践的にも知る 15-19釦」ことが不可欠で

ある。 M．ポラニーによればこのことは「芸術・ス

ポーツ・エ芸などの技能を行う能力に共通するも

の」であり、そこでは「ドイツ人の言う “wissen"

と “konnen"の両方が、またギルバート・ライルの

言う『何であるかを知る』 (knowingwhat) と『い

かにしてかを知る』 (knowinghow) の両方がみられ

る」、「知識のこの二つの側面は、たがいに類似した

構造をもち、一方がなければ他方は存在することが

できない4-133貞以降、 15-19頁）」と言う。

ところが、この実践的知識についてはそのすべて

を語り尽くすことは不可能である。例えば、自転車

に乗ることのできる人ならば、当然その乗り方につ

いてはよく知っているはずである。我々の大半は乗

り方を知っていると思われる。しかし、自転車に乗

れない人からどのように乗っているか、どうやって

バランスを保っているのかと聞かれても、はたと返

答に困ってしまう。自転車に乗るという技能全体に

ついて適切に表現するのは困難なのである。そこで、

「最初に漕ぎ出す足で勢いよくペダルを踏みしめる」

とか「曲がりたいと思ったらその方向ヘハンドルを

ゅっくり回して体を傾ける」とか、あるいは「ある

程度スピードがでたらバランスを保ちやすくなる」

などというように、一まとまりの技能のなかから感

覚的に分節化し得る部分の特徴をいくつか拾い出し

て、それに適した言葉で形容し伝達するという方法

がとられることになる。しかし、仮に表現能力に非

常に優れた人によって、あらゆる知識が十分に伝達

され理解されたとしても、それだけですぐに自転車

に乗れるようにはならない。

自動車の運転技能の習得でも同様である。車体の

構造や大きさ、エンジンの機能や特性、あるいは運

転の手順を覚えたところで、実際に運転席に座り、

ハンドルを握ってアクセルを踏んでみなければ、運

転できるようにはならない。
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つまり、技能とは自らの身体を動かすことによっ

てしか獲得されないのであり、さらに身についた技

能については、その当人でさえ適切に語ることは困

難なのである。

確かに、教科書や指導書などに書かれている・知識

は、運動をより深く理解するということにとって非

常に重要な意味を持つものだが、それらは、できる

ようになるための「知14-16貞以降）」ではない。 M．ポ

ラニーは「我々は語ることができるより多くのこと

を知ることができる 15-15頁）」という事実から出発し

て、そういった言葉では説明できないのだが、しか

しできるからには確かに知っているはずの「知」を

「暗黙知」と呼んだ15)。

従って、運動技能形成について理解していく場合

にも、また能力の獲得や形成においても知的なもの

と実践的なものとを区別して認識しておかなければ

ならない。

2)身体の対象化

新しい運動技能を習得していく過程では、往々に

して我々は自分の身体を対象化する必要に迫られ

る。そこでは、当然自分の身体は自分の意識にとっ

て自由にならないものとして存在する。自転車に乗

るという技能習得の経験からも理解できるように、

「乗りたい」と思ってすぐに乗れるようになったわ

けではなく、何度も転んで打ち身や擦り傷をつくり

ながら、反復練習と努力によって技能を獲得してき

た。

新しい運動技能を獲得することや、さらにその技

能を向上させたり、修正したりするということは、

不自由な身体を自覚することでもあり、また身体論

的な表現を借りれば、自分の身体を、志向13-2301'［以

降）する私の向こう側に置かれたものとして対象化

する経験が与えられることを意味している。この身

体の対象化の仕方は様々である。一般に言われる対

象化とは、自分の身体 (Karper)を認識作用の目的

として、意識の働きによって捉えられる客体にする

ことである。例えば、自分の動きやフォームをVTR

で撮影して観察対象にすることも一つの対象化の仕

方である。

しかし、ここで注目する対象化とは、学習者主体

の志向性に基づいた内側から捉えられる感覚によっ

て、直接自分の身体(Leib)を意識の対象とすること

である。

このような現象は、様々な技能習得の場面で認め

ることができる。最近ではかなりの年齢層に浸透し

てきたパソコンを使用して、文字を入力し文章を作

成するという技能も、最初にキーボードの指の配置

を覚え、いざ文字を入力しようとすると小指や薬指

がなかかなか言うことをきかない。そこでは、指の

動きの不自由さゆえに指そのものが意識の対象とな

っている。指の動かし方や指が押したキーとモニタ

ーの文字を一つ一つ確認しながら、作業はゆっくり

としか進められない。この操作を何度となく反復し

ているうちに、指の動きに意識を向けなくても、言

い換えれば指がキー配列を覚えることによって、俗

にいうブラインドタッチで文章が素早く打てるよう

になる。いわゆる「自動化10-401)!＇［以降）」のレヴェル

まで到達する。

体育やスポーツの世界においてもこのような身体

の対象化は日常的である。ここで小さな頃から遊び

や体育の授業のなかで慣れ親しんでいる縄とびを例

にとってみよう。我々は縄とびの 1回旋とびならお

そらく誰でも、また程度の差こそあれ2回旋とびあ

るいはその変化技ができた経験を持っている。そこ

で 1回旋とびをスキップで行ってみる。すると簡単

に思えるスキップの 1回旋とびが意外に難しいこと

に気づく。縄を持たなければ軽やかにでぎるスキッ

プが、縄を回しながらでは上手くいかないのである。

スキップをしようと思うと縄がすぐ引っかかり、ま

た縄に引っかからないようにしようと思うとスキッ

プができなくなる。この時スキップとして動くはず

の脚に違和感を感じ、縄を上手く回せるはずの腕に

不自由さを感じる。またその不自由さや違和感をも

つが故に脚や腕そのものが意識の対象として前面に

押し出されている。何度か練習していくうちに、ま

たは即座にでも一回旋とびの縄のリズムとスキップ

のリズムの違いを感覚的に捉えた人は、このスキッ

プ1回旋とびができるようになるのだが、ここには
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前もってスキップをしようと思う意識と、行った後

で腕の動きがどうもおかしいと感じ取る意識、つま

り運動の遂行意識と知覚意識という 2つの意識が存

在する。この意識の二重のあり方が運動観察を保証

し、運動の習得やその修正あるいは運動を安全に行

うことを支える重要な働きとなっているのである。

またこの二つの意識は同時に自覚されるわけでは

なく、 V.v．ヴァイツゼッカーが言うように知覚と運

動の「相互隠蔽性16-59頁以降）Jとして、一方が自覚

されているときには他方はそれに覆い隠されて潜在

しているのである。

新たに運動技能を形成するということは、不自由

な身体を自覚する体験が与えられることに始まり、

その技能が一つのまとまりをもった「かたち」とし

て成立するように身体を自由に駆使できる状態にす

ることである。またその過程では、目的となった技

能が難しくなればなるほど、身体は次から次へと命

じられる自らの志向に対して、つまり腕をゆっくり

回してとかスキップのリズムに合わせてといった命

令に、ゆっくりとしか対応することができないので

ある。

技能獲得と能力の特殊性

1)身体の運動覚的分化

一方、既に身に付いた運動技能を発動しようとす

るときには、我々の意識は操作対象である外部の物

体へと向けられている。例えば、目の前に旨そうな

刺身がでてきたら「食べよう」と思うだけでよいの

であって、その時に箸の使い方や指先の動き、まし

てや前腕や手のひらの筋の働きについて意識する必

要はない。先の例で言えば、スキップ 1回旋とびを

しながら後ろを振り向くこともできるし、人と話を

することもでぎる。

箸で食べ物を口に運んだり、歩きながらメモを取

ったり、自転車に乗りながら話をしたり、あるいは

走りながらドリブルをするといった場合の、「箸を

使う」「歩く」「自転車に乗る」「走る」という日常

的に使用される技能は、文化と歴史を内蔵し3-481'［以

降）その文化圏で生活していくために必要なことで

あり、生まれてからこれまでに多くの反復練習によ

って定着し、自動化されている。この自動化によっ

て自分の考えや注意を他のことに置くことができる

一方で、その運動自体は自動的に安全に先へと進め

られるのである。

この自動化への過程は、我々に様々な能力の特殊

化を要求している。その一つに運動感覚の分化があ

げられる。 M．ポラニーは、洞窟探検のときの探り

杖の用い方や、盲人が杖をつきながら歩くときの杖

の使い方を例示して次のように説明している。「探

り杖を用いるとき、だれでもはじめ、杖から指や手

のひらに衝撃を感じるであろう。しかし我々が探り

杖を使うことになれてくるにつれて、あるいは歩行

用の杖を使うことになれてくるにつれて、杖が手に

与える衝撃について我々がもつ感知は、我々がつつ

いている物体が杖と接する点についての感覚へと次

第に変化していく。これがまさに、意味をもたぬ感

覚が、解釈の努力によって意味のある感覚へと変化

する過程であり、またその意味のある感覚が、元の

感覚からはなれたところに定位される過程である。

我々は、手のなかの感覚を、杖の先にあって我々が

注意しているところの意味との関連において感知す

るようになる。我々が道具を用いる場合にもこれと

同じことが言える。手が道具から受け取る感触は、

道具があてがわれている物体に道具が与える作用、

というかたちで意味をもち、われわれはその意味に

注目している 15-27-28貝）。」という。つまりここで使

われている杖はその人の知覚する対象ではなくて、

その人がそれでもって知覚する道具である。杖は身

体の一部として組み込まれているのであり、身体は

拡張される。

スポーツ運動においてもこれと同様の運動覚的分

化は随所に見受けられる。テニスの上級者は相手の

打ってきたボールに対して、 トップスピンやサイド

スピンあるいはスライスといったいろいろな回転を

かけて打ち返すことができる。またボールを打った

だけで、芯を外したとか、ボールの空気が抜けてい

るとか、もう少しでガットが切れそうだというよう

なことをラケットを通して感じ取ることができる。
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ところが初心者はそうはいかない。初めにまずラケ

ットの握り方やスイングの仕方などの基本的なアド

バイスを受けてから、コートの中で実際にボールを

打つのだが、全くの初心者は自分の意志とは無関係

にボールが遠くの方や全く違った方向に飛んでいっ

てしまい、なかなか思い通りにならないことを体験

する。そこではせっかく教わったラケットの握り方

も、スイングの仕方も頭のなかからは消え去ってし

まっていて、とにかくラケットにボールを当てると

いうことだけが意識の前面に押し出される。そのた

めにバックスイングもなしにボールにラケットを差

し出すようにしたり、まるで蝿でもたたき落とすか

のようなぎこちない運動経過が現れる。そういう学

習者については、過去に道具を用いてボールを打つ

という経験が極めて少ないことは容易に推察されよ

う。この場合の運動経過については様々な解釈が可

能だが、その一つは、その学習者は自分の腕を振っ

たときに手のひらがどこを向いているのかが分かる

ようには、スイングの中でラケットの面がどこを向

いているのかが分からないのであって、手の感覚が

まだラケットヘと分化していないのである。

ここで言われる“ラケットの感じ”“ボールの感

じ’'は、テニスの最も基本的な技能であるストロー

クにとって重要な「意味13-239貝以降）」であり、繰り

返し練習するなかで運動を差異化して捉えながら、

その感じを掴めるようになる。また技能の獲得や向

上はこの意味の捉え方に規定され、その意味を把握

するのは身体によってである。特に道具を使用する

技能にとっては、その道具の形状や性能を如何にし

て身体の一部として組み込むかということが、技能

の獲得と向上にとって重要な課題なのである。

2)身体空間の特殊性

この自動化された運動はまた、それに対応した特

殊な身体空間を創りだしている。先に例示したパソ

コンによる文書作成を再び考えてみよう。文字の入

力操作を習得するのに例えば Iginou」と入力する

場合には、何も語を構成している各文字 (g・i・n-o・

u) がキーボード上のどこにあるのかを指摘できる

ようになる必要はない。勿論初めは指が押したキー

を一つ一つ確認しながら行われるが、文字を素速く

入力できるようになることは、キーボード上の各文

字の位置関係を知ることではなく、問題は手ないし

指のなかにあって身体的努力によってのみ得られる

「知」であった。素速く入力作業を行っているとき

にキーを押し間違えると、間違えたと思う間もなく、

既に指が入カミスした文字を削除しようとしている

のである。つまり指が知っているのである。

このことは例えば、誰かから自分の耳とか膝を触

るように命ぜられたとき、私は最短距離を通って自

分の手をそこへもってゆくが、その場合自分の手の

元の位置も耳の位置も両者のあいだの道のりも表象

する必要はなく、何かしようという意図と運動遂行

のあいだの合致は身体によって感じ取られていると

いうことと同じように、指が結果の善し悪しを感じ

取るのである。

我々がキーボードの上で必要な運動を行う場合に

も、これらの指の運動は一つの意図によって導かれ

るが、しかしこの意図はキーのタッチを客観的な位

置関係として対象化しているのではない。原稿を見

ながら文字を打つときには、自分の手の下に一つの

運動空間が拡がり、その空間のなかで自分の読んだ

ところを打っていくのであって、そこではキーボー

ドの空間を自分の「身体空間13-239頁以降）」へと統合

しているのである。

これまでに述べてきた感覚の分化や空間の特殊化

という現象において記述してきた「身体」は、 M.

メルロ＝ポンティの言う［現象的身体12-233貝以降）」

であり、我々が主体的に生きることによって皮膚の

外にまで拡張していき、様々な現象を織りなす身体

である。しかし、身体を物理的・客観的なもの、つ

まり皮膚に閉じこめられた「客観的身体」として対

象化した場合には、このような現象は翻訳不可能な

のである。
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能力を語る地平

我々の身体は、日常自分で意識しているように能

動的な存在であるばかりでなく、実は身体全体が、

極めて精度の高い感覚受容器であり、認識装置なの

である。能動的であり、且つ受動的であるこの両義

的な身体は、物質的でもあり、しかも精神的でもあ

るというもう一つの両義性をもつものとしても解釈

することができる。しかしこれまで見てきたように、

身体という媒体を通して運動技能を習得すること

は、実は、実践的知識や暗黙知としての運動感覚を

獲得するという、現象的身体における営みなのであ

る。

また、運動技能の形成は、これまでの運動経験を

通じて形づくられてきた I身体の構造3-361'［以降）」に

再構第を迫ることであり、それは「身体図式13-238頁）」

の組み替えないし更新と言い換えることもできる。

その技能の獲得は、認識装置としての身体を肉体と

いう「ものいから解放して、拡張したり充実させ

るのである。

つまりこれまで見てきた運動技能は、現象的身体

において自己の身体の新しい使用法を獲得すること

であり、身体図式を豊かにし再組織することである。

またそのような実存のあり方を変えることの能力の

表現形態でもある。またこの技能は言うまでもなく

運動的であると同時に知覚的でもあり、技能はこの

はっきりとした知覚と実際の運動との中間状態にあ

る。そして運動能力も同様にこの中間状態に存在し、

機能として位置づけられる。運動能力は運動技能の

獲得や運動の遂行に際して意識の直接的な対象にな

るわけではなく、能力を評価しようとするときはい

つでも第三者的立場からであり、というのは語るこ

とのできない暗黙知と密接に関わり合っているから

である。

結語

運動能力や体力あるいは協調的能力に関する研究

では、これまでに各領域において様々な知見を蓄積

してきている。その多くからは人間の運動をいわゆ

る客観的身体として対象化し、因果法則に基づいて

運動実現を保証すると考えられる条件としての要素

や因子に分解し、客観的モデルとしての能力構造を

構築するという意図が見受けられる。また要素や因

子が客観的に明らかになるや、その検証実験として

定最的研究へと強く傾斜していく。

しかし我々が運動技能を獲得したりその向上を図

るときには、これまでに述べてきた現象的身体にお

いて生起する現象が主題であり、それらの現象は定

量化を拒むのである。従って、運動達成に関わる能

カ系の問題は、知覚世界を思考するという目的のた

めにのみ意味をもち、意識の対象であるという「構

造12-216貝）」の視点からの研究によって明らかにさ

れなければならない。さらにこれらの認識に基づい

て、運動能力という捉え方で我々が思い浮かべるカ

は多様だが、それらを機能としていくつかのカテゴ

リーに整理することができるかという問題、あるい

は多様な力を個人が一人で多面的にもつことができ

るのだが、それらは相互に関係しあい浸透しあって

いるのかという間題を明らかにしていくことが今後

の課題である。

（文部省科学研究補助金による）
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